
宴存6　｝憂　　多llill瞳　　（1969）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－（1273』〉

原　　著

慢性胃炎における体部腺細胞変化に関する

電子顕微鏡的研究

　　　　　松　　　田　　　国　　　1昭

信州大学眠学部解∫1：二内科学教室　（主イ壬：小田」！1幸教授，）

Electron　Microscopic　Study　on　the　Fundic　Gland　Ce工ls

　　　　　　　　　　　in　Chronic　Gastritis

　　　　　　　　　　　Kulliaki　MATSUDA
　The　Second　Dupa1’tmqnt（，f　Intem芝d　Medicine，　Faculty｛｝f　M¢〔licillu，

　　　　　　　　　　　　Sllinshu　Universily
　　　　　　　　　　　（DirectQr；Pr【，f，　M．（一）DA，

　　　　1緒　言　　　　　　　　　　極めてイ鋤であるが。1イく韻腺の動きは必ずし・もこれと

　習疾患診断の分野において，W生検法の碑入は切除　　　1りLを．・にするものでなく・また，その：二次的変化とも

対象とならない慢性胃炎について解明の糸口を与え，　　　受けとめられている一・画も否箆できない。

次轍こ新しい蜥実も明らかにされつつあるが，慢側摺　　　　聯剛蝕の電子顕微鏡的佛完は1951年Dalto1｝昂，が動物

炎の本質の把握にはなお多くの課題が残されており，　　　について行なって以来多くの報告がなされているが量

疾患としての把握もまだ十分ではない。　　　　　　　　　朔支．Lの制約から当初は殆んど動物留について観禦が

　今日，長期胃愁訴を翫え，組織学的に実質二とに固　　　なされた。ヒ1・の周についてはLillibrid麟e暫）10），　van

有胃腺の萎縮と圃有層内の細胞漫潤をみるような場　　　Breemall1D、　It（，12），　Gusok18）らにょってなされてぎ

食，広く慢性胃炎として診断されている。本病変は年　　　たが，ことに1£11iot（1964）M），　Demlin総（1966）15）な

今に伴って高率に見出され，加令的な変化として見る　　　どにより生検材料について慢性習炎例の糊細胞の電子

向きもあったが，今井1）は日本人及び米白人剖検例の　　　顕微鏡的観察が行なわれるようになり，水邦でも松

留を検索，比較検討してi≡体人例に有意に高率にみら　　　脚①，青山」7），川部！8）等が坐検材料についての電子顕

れることから何等かの内外病因の結果より生じた炎症　　　微鏡的観寮を行なっている。薪港もファイパースロー

性（広義）病変として理解すべきであるとの考えを病　　　プにょり1自1視下で慢性萎縮性胃炎について観察を行な

理学的に丈持している。　　　　　　　　　　　　　　　い，生検材料を電子顕微鏡学的に検詞し管干のウill見を

　臨床的には胃酸及びペプシソの低下を基礎とした粘　　　得たので報告す1島

膜の機能低下状態として把握されているが、病理学的

にはK。nl，tz。y・）の分類彫こよる肥馴蝟炎，萎縮性過　　　　II研究対象及び方法

形成性胃炎，萎縮性胃炎が塾本となり，その後，表層　　　　a）研究対象：lll｛和43｛ド6月から44｛卜12月迄の闘に

性冒炎（Schindler，　Wood），びらん性胃炎（Gu亡zeit　　小田内科外来を訪れた患者で，原発性…の慢性饗縮1！1潤

u，Teitge，　Hennin£），ほか様々な形態が提示されて　　　炎患脅より導光式生検用フ∵イバースロープFGS一

いる。しかし，その根底は圃有胃腺の萎縮と化生であ　　　BLを用いて鴇底腺領域より生検を行ない一部試桝を

るとの考えは駒田3），艮与4）なども支持している。太　　電予顕微鏡で観察した。生検を行なった全23例中，壁

田5）は化生性胃炎としてこれを整理し，また組織にお　　　纐胞，三1三細胞ともに観察し得た癌例11例は爽1のよう

ける細胞の動態と，これに続く細胞構成における変化　　　で胃液酸度は，Histalog　1．5㎎／＠で舜i轍，癌例5を

としてとらえる試みを久保田6），平福7）はとっている、　　　除き他はすべて低酸であり1光学顕微鏡による組織診

この中にあって塩酸及びペプシン分泌細胞自体の変　　　断。よ，すべて慢性萎縮性胃炎であった。なお両細胞を

化，ことにその電子顕微鏡的変化の中にオ蝋嚇異な変　　　見幽し得ず除いた12例とは｛1冷蕩酸度等に特に注意

化を求めようとする試みも少くない。上詑の諦紅織学　　　されるような藻はなかった。また対照として，正酸，

的変化は虫として幽門腺領域での変化を埋解する．Lに　　　正常粘膜であることな確かめ得た10代、20代，3｛｝代、
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　表1　　　　　症　　　例　　　一・→　　魔　　　　　　　　　　　　　胞基11まにはその活発な代1謝を反映して留に入り込んだ

響蕩1・幾灘1禦階弩欄蹴認瀧1
－…＝簗一一一一一一一一一一・一…一一　　　　一一　　　　は余り著しくなく，リボゾームを不均一・に附着した短

　　1認：lll機　か・酬｝幟醐かに蹴・にすぎな唱ボゾ
　　3　E．T．　63　6　低　　弘臆しろ　購造から遊離してポリゾ弘の瑚盤で
　　4　　　Y，A．　　　67　　　♀　　　低　　　　　かなり多数胞体一1血iに分布して見られる。一・方0．2μ

　　5　　T・K．　37　δ　正　　　前後の小11彬の湘lli小胞付‘（sEr）が鵬撫糸1…1‘体の間

　　6　　　K．S，　　54　　　♀　　　低　　　　　を充填して極めてよく発達し，その限界膜はやや厚い

　　7　K・A・　52　占　低　　も・）備摘される．核側にごく髄・・悪いG。1g壊i，’，！

　　1鞭lll糠　・・～・鞭棉・1胞騨端・蝋条畷
　　1。　LM．　6。　♀　低　　し酬1111包内ラ♪泌繍；（mt・・cell・1・・c・m・li・・1・・IC）

　　11　S，H，　40　♀　低　　である・この1髄1；けでに光顕的｝二も観劣｛されている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，電顕rl勺にみるとオスミウム酸に濃染する厚い膜構

各1名の　ト銘について観劣｛を徹った・　　　　泄で被2・れ，ほ1響1駄の多数・）1・icr。。mi（M。）が

　b）研究試料及び方法：全症例はHy‘）schl　N一　　　密にi発達する腺管構造を示す。厚い膜構造は鷺顕rl勺に

b・亡ylb・・midu・・（B・…pa・）2吻の筋～L，紗・ジ・　椒管を…痔しく附二たせているが、この｝叶見眼髄

インで咽馴麟酔し生検♪鱒光式フ・イ’ミ酬知　 におをナる脂質1爾驕撫。せ，分泌する轍に肌
一プにて・・1・：1贈蝟底1瞭徽より1隙，欄，微と　ての適応と理解さ泌．mi・・。・illi腰に細抱のllll【1

3ケ所の生馳徹い，そ漉2分し訪を光‘糊微　鋤iにまでつづいて発達、している．鱒樗編包でも図
鏡，1妨蝿子購鏡的麟1二供した・’・群附働　1－・琳されているよう1・ly・。・・1・e　lii、，　b，dy（Ly）

観察方法は得られた試料をただちに1％オスミウム酸　　　が少数散見されることがある。この構造はややd鱈n－

（pH7・2，離べ゜ナ叫緩鰍）で4°Cで約9°分1購1　・ityの高噛一一な㈱1欄状の物勲綱の1蝸膜

定し，－L昇工”一・レ系列で脱水，1鹸剤賑プ剛　が被い，N。・ik・ff・・）らの観察した1y，。、。m。の形態と

”牌サイト搬用し・L・ft19）の法に準じて・EP・・　ほとんど一致しているが，藩額酵轍色蜥ない確

812に包埋した・ガラスナイフを用いてLKB　gUlt・・一　認をLていな岡）で1y・。・・m・hk，　b。dyとして繊

mi…t・m・にて超糊片を1’ド製した・’肝染色とし　した．・・）・1・・には一部にmy・11・fig・r・（My）や脂

て轍ウラニールと伽ン醐｝により二鰍色醐こ　肪灘みられ醐廓やや不整の淋ミウ職雛酬1
しFI立HU－11A型電子顕微鏡にて観察を行なった。　　　造を含むものもみられた。

また併せて各痕例のブ胃ツクの厚切り漂本を作製し・　　　　⊥細胞（図2）；細胞体は一般に細畏く，ややi旦1凸

トルイジンブル…による染色を行ない，その光顕像に　　　をみる外廓をもつ類門形の核がほぼその中央に見られ

ついて襯察1検索灘蝋認しノ・・　　　　る．細騰底に畷度職讐底㈱胞1鰍入がみられ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　核下野には醐1管状の糧面小胞体が比較的よく発達し，

　　　　III成績　　　　　　その闘眼めの綿体が・1・轍介狙ている．核鮒
　　　A疏対照例　　　　　　　の灘1あるいは核とはなれて鵬かなG。191鍛力～
壁細包（図1）：細色体｝胱学騨鏡で見ら摘よ　賄される。また大小のチモーゲ瀬粒（ZG）力二拡張

うに卵円形ないしは三角形に近い形態を示し巾然い細　　　した小胞体の間に散在している。細胞表面にはmi一

胞底で基底膜（Bm）に搬している。わずかな1三1由嚢面　　　crovilliがよく発達し，膜面は先の塵細胞での細胞内

で腺腔（L）にのぞみ，隣接する細胞との間には陶山　　　分泌細管の表面構造に似て厚くオスミウメ、酸に濃染

麺に近く閉鎖堤（Tb）を形成しまた1飴面では多　する．またly・…m・like　b・dyもまれ1こ認められ

数の嵌合を作って互に強く結合している。核（N）は　　　た。

ほぼ円形でなめらかな輪廓を有し，細胞質の中央やや　　　　被覆上皮細ll包（図3）：細胞体は細畏く卵円形の核

基底部よりに存在する。糸粒体（M）は職冨で胞体一　　　が基底近くによって存在している。しかし細胞変性が

面に分布し比較的短か、く短卵円形ないしは類円形を呈　　　多少みられるためか，生検材料を直ちに圃定処理した

するものが多い・そのmat・ixはde・silyが高くそ　　漁観察例で・も核のク・マチンo）不糠集や核輪廓の凹

の中に密に並列してcristaeがよく発違している。細　　　凸不整の変化をみる細胞も少なくない。その構造はさ
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きの主細胞に似て核下野に細長く糸粒体と粗面小胞体　　　4－a）、，正’常例では懸細1泡の十分な‘罰面で｝，1沙くとも二

がみられ一・部核殿脅こ及ぶが一一般にその発達は弱い。　　　条のよく発達した細胞内分泌細管を見ることが多かっ

Golgi装嚴は比較rl勺発迷し，また核上野を広くden一　　　たが，慢性岡炎例では図碁aに．見るように胞体の一・部

sityの高い類111形，やや大小不岡のある粗大な粘液瓢　　　にその短い響腔を見るに過ぎない細胞がしばしばみら

粒（MG）が密に充填している。細胞自山表面はiI調等　　　れた。表耐のmicrQvilliの分布には持にその減ろレに

数のmicrQvilliの形成がみられるが膜構造の肥1罫は　　　気付くことはなかったが，ときにその内腔が繊胞状に

著しくない。ただ隣接する細胞との間の嵌入はよく発　　・拡張してそのmicroviUiの著しく減少する所1ヨにも

達していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　接した（図6－a）。この間にあってGQI霧i装置はよく

　　　珍慢性骸例　　　　　　　　眈ちq郵一の1そのG。1gi・馳の1蝦傾向が指摘
　堕細胞（表2，図4～8）1！ピ常例と対比しノよがち　　　された，この変化は先の糸li琳に蓼垂1い変化を示す症

観察を行なうと細胞の形態，細胞1樹結脅の状況に昏よ1ま　　　例6でゃや強い傾向がみられた、、自山炎面てのml・

とんどその遊は見繊されず，核も円形で1亥質の不整な　　　cr〔｝villiの発達は署い変化省認めなかった、，慢性冑

凝集の傾同もない（図4－a）。糸粒休は…樋更に数が少な　　　炎例に物二注意さ身t為』h：は1ysosome　lik¢1〕Qdyの噌

く，やや細畏い形態な示すものをしばしば混じ，また　　　加と様々の形状の11ユye山、　fi釧reの，引邑達で，111諸は

そのcristaeは正常例と問様密に並列して1その間に　　　11例中ll芋に4例に博しく、また後灘k3例を除くグ晃り

著藻を見出さなかった。ただこれら糸粒体とかなり形　　　8例に観察された（図7）、，myelhl　ri鰐u聡の1セ）苓，も

の類似したmyelin様構造朔・1（図1b，　c）に接し，そ　　　　の1．L　Iy駒s（，me　likしl　bQdyと接蒋して発泄しており

の発生に何等かの関連を窺わせた。症例6の1例だけ　　　（図7－b）c》tolysome（Nし〕vikoff2n））と駄られ，その

に奇妙な形態または変形をきたした糸粒体に多数接し　　　q1に1柔脂肪滴などな禽んだ陵雑な形態を示すものもみ

た（図5）。周四を囲む二重膜構造はよく保たれ個々　　　られた（図7．a）く，・一方二重膜構鷺に間まオtた小空胞内

のcristaeにも藩変はないが，その配列はやや不規則　　　｝こ数胴のmyelh像fi猟lreが発逆しつつある所児や

となり密度も減じている。併せてこの癌例では特に滑　　　（図7b，　c），まったく層板状のみからなる完成された

面小胞体の発達の不良な印象が強い1⊃帝【II胞の酸分泌機　　　（？）1uy融lil1球（図7d）もみられ，また先に糸粒体と

構に沿って観察すると基底部細胞膜嵌入は正常例での　　　共にしるした」：うな一・見糸籾体と類似な形態をとり並

勝見と著明な差は見出されず，同様によく発達してい　　　列する宿な層板構造をとるmyelin　fi8ureもみられ．

るが（1翼14－a，6－C），滑面小胞体の発達はかなり悪く，　　　（図4－b），その発生を栄一な起源に求めてよいかどう

細胞内分泌細管の減少が11例中7例に観察さ躍tた（図　　　かの疑念を抱かせた。これとは刷に細胞の白1』1炎間か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら腺腔に阿って『爵状または胞状に，膨出する細胞の浮腫

表2　壁細胞所見　　　　性腫張（B）が9例に観鍵れた（図8）。その内容は

癌核糸滑・・細　聾，妨　胞　小数の醐小欄‘及びポリゾ弘醐に分散％のみ
　　　　　　　　ル　胞　　　興　　簑　ヨ　体　　　　で他の細胞内小器管をほとんど禽んでおらず，その燃

例の獅・け券邑鷺の　で棟の甜，1胞体と剛されd，繊照、脳。、、さ

＿　　　　＿弘＿一＿　　＿＿＿　　＿　＿一＿．＿．＿　　　　　が，多くは著変をみない。ただ核の変形の傾向がしば

　1　－　＋　留　＋　＋　　密　　粗　＋　＋　＋　　　　　しば観察され輸廓の凹凸町酪化，核内のクロ『マチンの

　2　－　十　粗　一　十　密　密　十　十　十　　　　不規則な凝集像，核小体の消失をみる（図9－a，b，10・・

　3－一蟹＋一密粗＋卜＋＋　　、）．糸糊のヲ陽態，、，i、taeの形状には特1こ強い変性

4｝＋粗＋＋粗粗廿＋＋　像が窺わ矛、ないが謹の数は搬に減少嚇に表帥

i蔓1荘ll班i　魏麗芝諜毒赫縦蹴癌獅
　8　＿　＋　粗　＿　＋　密　粗　昔　＿　＋　　　　が，小胞体間の解離をみることは少なくない（図10－

　g十　＿　密　十　＿　密　轡　十　＿　十　　　　a、b）。その薯しい場甜よ小胞体の消失をきたして強

　10　－　一　留　十　十　粗　粗　十　十　十　　　　．い細胞内淫腫の像を示した（図9・・a）。Gd怠i装醗はよ

　11一　十衛　十　＋　蜜　粗＋　＋　一　　　　く保序され、むしろ小霊胞の拡張傾向がみられた（図



　4－（1276）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で1雪　チト1　医　謡志　　釘ゴ18岩｝

　表3　 三1三細胞の変化　　　　　b），肥ll’卜細胞（図1・1　c）などに』多く接するjllができ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た、，ただ月凹rド細胞については，はっきりとした脱顯粒

症核 q翫謡　冨調状態を蹴・轍きなかぬ

　　　　　変変変変　 8岬お旧1　なり混乱し℃｝δり，今非ら1）は日本人と米白人との岡

号化化化化化　脅　脹　猶・膜の糊撒学1白麟を肌て炎潮泌占としての
了マ…7…＝F－一ゴ獅耳　ギT　・覗剛らかな儲の融；1忍めて，・の鶴の知三性・

2　　十　＿　十　十　一　密　 十　　一　十　　　々格を皮持する立場なとっている・1しかしll口人冑に

3　　十　　一　　十　　十　　十　粗　　十　　十　　十　　　おける中村ら21）の解析によつて示さ21．た年令に伴う体

・i　　一　　十　　十　　一　　｝　　粗　　十　　｝　　十　　　　部｝腺粘膜の一・連の退縮傾向の指摘などもあり，靖揃三な

5　｝　一　十　十　十　粗　　十　十　一　　　炎症としてのみかたずける柵；kむずかしい、臨床的に

6＋＋一＋＋粗＋一＋　1燗繍舜調醐職ぺ・ルンの分泌1邸・がみられ，
7－一＋一＋轡＋＋＋　限剛…撒射1・融い」齢広く1難三骸ど鋤じ（オ・
8＋＋＋＋＋粗＋一＋　り，病三里学的にもそのり醐の女1贈問溺隷、1欄腺

描llll｛にil饗騰高編騰急誌購製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる‘，この総｝こ蒋「1し，体部腺細胞の本逝協こおけるi萎

9－b）。チモーゲン願粒については，その減少は症例に　　　縮を生検材斜な通じて鷹予顕微鏡的に検索を試みたも

よってははっきりしないが，過半数の輝例で，大小　　　のである。

不岡，不均…，減少がみられた（図g－a，b，）。1ySo一　　　体部腺糸lll胞なその機能状態との対比において，蹴野

some　like　bodyは全例iこ増加が指摘され，1可に核上　　　顕微鏡的に1寅索な行なった業績は壁細胞に関するもの

野に多く分布し（図9・a，b），岡時々こ5症例にmyelin　　　ではBreemau】ユ），　Gusek13），　Ro＄a22），　Rollrer23），等

figureが指摘され（図9－c，11），　myelin　figureの　　　の報告を壱』：じめ少からずみられ，また怨性痛変例につ

中にはラケツト様の特異な形態を示すものもみられた　　　いては須田24），畑野呂5）等疏）論文，慢1！1胃炎例に関する

（図10－d）。ただ壁細胞でみられたような二重膜核造　　　Elliot14），　DellllingI5），蘭Llら17），石森26）の報告など

でつつまれた小空胞内にmyelill　flgureの発運の初　　　病的状態における材‘部腺粘膜の変化についても報告が

期像を思わせる所見には接しなかった。核上野にはチ　　　なされてきた。とくに壁細胞に検索が集中して行なわ

モーゲン顎糧に混って，大小の空胞が散在し，細胞の　　　れた印象もあるが，この細胞が冒衡部腺粘膜では極め

lli由表面に集り，香状ないしは浮腫性の1唾脹をなしで　　　て特徴ある形態を示し，その分泌物も塩酸で他の多く

管腔内に膨出する所見が過半数に見出された（図12）．　　の分泌細胞が蛋白性の分泌物質を作ることとは著しく

その内容は壁細胞の場合にくらべ細胞内小器管を含む　　　その趣を異にしているための結果であろう。この点篭

ことは少なく一般に明るい。　　　　　　　　　　　　子顕微鏡的にもかなり特徴ある幾つかの微細構造を示

　小嵩上皮（図13）：通常の小窩細胞には特別な所見　　　している。今回の慢性胃炎に関する著者の観察は臨床

に接しなかっ・たが，光顕的所見でも繰返し指摘されて　　　的に体部腺分泌能のイ琢洋を背景とした体部腺粘膜細胞

いるように全例に腸上皮化生を見る辮ができた。杯細　　　についての機能構造の退縮と微糸［II構造の変性及びこれ

胞をまじえる事は当然であるが、その闇にはさまり光　　　に伴う1ysosOmeの動きに要約される変性過租の進展

顕的に刷子縁（13b）のみられるこれらの細胞を薩顕に　　　に重点カミおかれた。

て観察するとその発達，化生の程度はさまざまで，図　　　　壁細胞については細胞内への物質のとり込みに関与

13－a，bなどのようにやや不1話≧な例から，まったく　　　すると考えられている細胞膜基底制1嵌入，物質合威な

正常の腸上皮と区別し難い図13－cに至る過程がみら　　　らびにその移動に関遵する滑面小胞偏及び生成物の

れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細胞外放出に関与する細胞内分泌細管の三煮を中心に

　遊走細胞（図14）：特にこの点に童点を概いた観察　　　考えることができる。このうち細胞膜基底部嵌入に関

を行なわなかったが，胃粘膜細胞の観察に附随して好　　　しては著変を見出し得なかったが，滑醐小胞体の小胞

中球の基底膜貨通像（図14－a）のf也，形質細胞（図i4一　　　の発達が著しく悪く，また細胞内分泌糸ill管が退縮して
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図　1．　壁　　　細　　　胞　（正常対照例）

　　　　　　a．全　　景
　　　　　　b，細胞内分泌糸細管と滑面小胞体

　　　　　　c．1［i由表面
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図2．　主細　胞（正常対照例）
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　図3．　被覆上皮細胞　（正常対照例）
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瀦一騒欝潮1藤．職鍵鰻鵬縞醒．・．＿　げ

図　4．　　壁　　　細　　　胞　　（慢性胃炎例）

　　b，　c・　myelin　figure
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図5．　壁　細　胞（慢性胃炎例）
　　　　　糸粒体の高度変形像
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図6．　壁　細　胞（慢性胃炎例）
　　　　　　a．細胞内分泌細管の拡張
　　　　　　c．Golgi装置の拡張
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図7．壁　細　胞（慢性胃炎例）
　　　　Inyelin　figureの諸形態
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図8　壁　細　胞（1曼性胃炎例）

　　胞体の浮腫性腫脹
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図9．主　細　胞（慢性胃炎例）
　　　　　b．Golgi空胞の拡張とlysosome　like　body
　　　　　c．　myelin　figure
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図10．主細胞（慢性胃炎例）
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糞

る啓i熱τ

障－‘．誤識　，・’舳

図11．主細胞（慢性胃炎例）
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運

図12．主細胞（慢性胃炎例）
　　　　　　　胞体の浮腫性腫脹
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図13．　化生腸上皮細胞
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　　　　　　　翻　　　　　　　汚　　　　　　　　　　　　　　　　　内、
　　　　　雪ε㌔ユ　　　　　　　．　　　事・　　楚・　，　　　　　・
　　　　　．　ヒ議　　　一　　　　　　7．　　　　　　．螺．、

　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 セ　　　　ほザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ

　　　…　露　躍1繍1…懸　 ・．圧 ﾍ　懸・
　　　　　　　　　　　　　翻　必　　’　　　　・　躍．　　　二・糠陛
　　　　　・’1　　　　　　　　　　　襲　“　　　究　　　　　　　　　㌧．　　　　塾5

　　　　　誕覇鵡霊聡　題護翻芝’輔

図14．遊走細胞
　　　　　a．好中球の基底膜貫通
　　　　　b．形質細胞
　　　　　c・肥脾細胞
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ときにその喪面に発達するmicmvi田の著しく乏し　　　的変化として指摘したもので，同様の変化は他の．L波

い拡張した練をみることはヒスタミンを用いてVial　　　細胞でも｝1己載されている（仏1々木37）一胆≠il’lJ支一，

（196の27），Sedar（1961）28）29），　R（，sa（1963）22），松原　　　Challlbers　and　Weiser38L川夏水肉1［照ll胞一，　Br葺mde5

ら（1962）3°），大林ら（1966）31），胃山ら（1966）17），凝直　　　39）一前立｝腺1｝～1－）。この変化は細胞内水分のllll分rl勺貯

ら（1967）32），が分泌刺激後滑面小胞体の増加，翻胞　　　留と考えるものが多く，その結果が胞休から遊離する

1ノ扮泌郵1階近傍への移動，micr・villiの鋤il肥大など　　か否か，また局1り〒細！包膜の変性に」巽く・』のか否かなど

を指摘している1淡と欄反する所見で，機能の低下を　　　の見解では…致していない，，しかしすでにZ｛，Uinger

示す形態的表現と考えることができる、糸紬体は酸化　　　項ωは位相h顕微鏡ドに腫瘍網II胞を経1】ξ・観察して，そ

的呼吸酵素の集積する揚で，成熟細胞での重要なエネ　　　の分離と網泡の変挫への歩みを報告しており，ここに

ルギー供給の場として埋解されているが33），その減少　　　観察された腫月1這も何らかの変性退縮の喪現と拶えた

は先の分泌機能の退縮に，伴うエネルギー要求の減退と　　　　い。

して同じく細胞機能の低下なオミす…つの表脱と解せら　　　　11細胞では，翌髭細胞に比べ分泌細胞としての基本的

れる。なお一般分泌細ll勉ではGo正gi装置がこれらの分　　な形態に近いため，その野［1解も比較的審易である、、機

泌の過程で重要な役判を与えられているが，この細胞　　　能の而よりみて最も変化の著明な部位は糊lll小胞休

の生成1吻が塩酸のためかGol頬装醗のも1）役割は小さ　　　で，その浮1匝状の解肉f〔i，リボゾームの脱落，小胞体の

く発達も悪い。摘変に際して他のほとんどの報Illで　　　消火と様々の段階の変性像がみられ，それはそのまま

は，その変化について触れていないが，著者ほ小胞体　　　蛋［ヨ鷹生機能の低下を示している（。糸粒体も形態的に

の乏しい胞体内に正常対照fダ1に比べてやや拡張した小　　　は特に強い変化をみないが，数的に減少しエネルギー

空胞をもつGlogi腕嚴を観察した。こ0）ことは広瀬3遭）　　　供給の低下がみられ，　G（⊃1gi装置も壁細胞同様i二2割包

が僑本氏病について変性をヨ三体とした甲状腺細胞で［Fll　　　の拡張傾向が観察された。漿細胞では余り薪し，くなか

様な所見を観察しているところから，変性に際してび）　　　った細胞変1／liは，この紺胞では明瞭で，特に核の変1生

蛋白質の細胞内移動の一一環として1踊に触れるに至った　　　　1練が強く指摘された。1ysosome　lik¢body　lよかなり

ものと理解される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　増鍛していたがmyeUn　fi8ure　lよ見繊されたものの

　核及び他の細胞内微細構造に強い変性，変形は明ら　　　数も少なく，形も余り火きいものを見る鍋二がなかっ

かでなかった一糸粒体の形態に似たIy50son駕1ike　　た。また壁細胞の自山蓑禰で論ぜられたと同様の檸腫

bodyは糸粒体の変性に田来するものか一が，細胞内　　　｛生腫｝1長がいくつか観察され，核上野の顎胞構造と何ら

変性構造の浄化にあつかると考えられているlysosい　　　かの関連を示す所見を得たことは興味深い。

meや，これと接するIuyelin　figureやlj旨肪滴の…・塊　　　　今回観察に供した11症例は。∫1令では37才より67オ

となった小伺（Cytolysome　Novil｛off～2°））の増加　　　に分布し，1例を除いて生検時の胃液酸臓は低酸であ

は，何らかの細胞変性を示すものであり，畑野25）が特　　　った。1例の正酸例は37才の最鷲年爵で（症例5），

に強調して記載したmyelin　fi即reをよ脂質に由米す　　　壁細胞においては細胞内分泌纏穿の減少の明らかでな

るもので，細胞を構成する単1立膜の変性によるもので　　　かった4例ll・1の1例であり，　myelin　flgureを，、9めず

あって，lysosQme　like　bQ（1yと圓様細胞変性の表現　　　胞体¢）浮｝1颯生腫脹もなかった。また流細胞でも粗画小

と理解されよう。ただ本文中でも触れたようにmye・　　胞体の変化を示しmyelin　flgureを認めたものの，

Un　fi竃ureの形態は様々で，その由来も単一・なもの　　　糸粒体の減少が明らかでなかった5例中の1例であ

とは考え難く，その一つにGusek13）のいう糸粒体の　　　り，胞体の浮腫1‘鴎動1蓬を見いlllさなかった癖例は本例
、、

撃≠高?撃穴繧?@TrallsformatiQn”も重幌される。しかし　　　と他に1例をみたに過ぎない。これらの対比から今回

ly日osome　like　bQdyと共存したmyelin　figureは　　　の観察の要点は，冒液分泌機能を形態的にある繰度ま

Swift＆Hruban35），高木ら36〕が指摘するように小胞　　　でとらえ得たものと考えたい。

体などの単位膜の崩壊によって遊離したリボ螢白に山　　　　以上，体部腺の分泌機能をささえるll瀦朋趨及びi｛細

来するものと考えることが妥当であろう。藷者の指摘　　　胞についての’圃顕的な観察所見を総括彦按したが，こ

した二電膜に包まれた小窒胞構造内の数層のmyelin　　　れらは一・般向勺な変i生と機能低下の形態的喪現であっ

figureの形成はどこに由来するか決定し難いが，上　　　て，これらをただちに慢性糊炎に特有な変化と考’える

記二者とはやや趣を異にしているものと考えたい、，　　　ことはできない。この点今回の成績は慢性胃多ミの所見

管腔内に舌状，胞状に膨出した胞体の浮腫性腫張は，　　　としては，その都分1象を捉えたにとどまるものと考え

すでにDemHng15）力同じく1薯炎の際にみられる篭顕　　　られ予測した通りであったが，しかし機能ことに体部



20－（1292）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fl、ヤ　リ11　臣ミ　［誌　　重拶18、在1

腺機能の低下が，本症の臨旅像を大きく左右する事実　　　13i：　基底肖ll細胞膜嵌入

よりして，そこにおける細胞変化を分析し，機能低下　　　rEr：粗而小胞イイ£

の裏付けになる2～3の所見を得たことは意義あるも　　　sEr：滑面小胞体

のと考えたい。考按の適初にも触れたとおり慢性冑炎　　　G：　G〔〕lgi装置

の概念は未だ確立しておらず，著者は本疾患を臓器的　　　IG：細胞内分泌細ノi鷺；

または組織構築のレベルで埋解されるべき疾患である　　　Mv：microvilli

と考えており，この点で久保田6），平福7）等の本症へ　　　1，y：lysosome　like　body

の捉え方に同調するものであるQ　　　　　　　　　　　　　My：myolhl　fi昌ure

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ZG：　チモーゲン纈救

　　　　V結　論　　　　　　　　MG・粘液燃
　1．11例の慢性周炎例の体llll腺域3ケ所より生検紺　　　　B；　1予踵性腫脹

織を得，電顕的に壁糸剛蝕，：k細泡の微細構造α）変化を　　　Bb：刷・予縁
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